
沖縄県立首里高等学校 

令和７年（2025年）１０月２７日 （月） 

発行者 校長 津野 良信 

 第 １６ 号 

首 里 高 校 

校 長 通 信 
「海邦養秀」「震天動地」 

第 

42

回
県
青
少
年
赤
十
字
大
会
が

10

月

20

日

(

月)

、
西
原
町
の
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
防
災
教

育
、
募
金
活
動
に
協
力
し
た
生
徒
18
人
と
中
学
・
高
校
９

校
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
の
部
と
し
て
首
里
高
校
に
昨
年

度
の
活
動
に
対
し
て
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
を
代
表
し

て
、
３
年
生
の
池
原
風
花
さ
ん
（
神
森
中
）
、
髙
江
洲
真
那
さ
ん
（
神
森

中
）
、
石
川
ひ
な
の
さ
ん
（
神
森
中
）
が
受
け
取
り
ま
し
た
。 

 

３
名
と
も
部
活
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
、
引
退
後
も
後

輩
を
気
遣
っ
て
声
か
け
し
て
く
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。 

 

今
後
も
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
寄
り
添

い
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の

成
長
に
つ
な
げ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
力
を
育

て
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
首
里
高
生
！ 

日 本教育公務員弘済

会（日教弘）沖縄

支部給付奨学金の給付式

が10月６日(金)に校長室

で行われました。  

 ジブラルタ生命の藤田支社長、本校担当の松本

さん、中村さん参加の下、日本教育公務員弘済会

沖縄支部の渡久山英雅参事から本校の３年生３名

に奨学金が授与されました。  

 本奨学金については、昭和63年度から令和６年

度まで、金額にして約２億７千万円余、人数にし

て延べ5,462名の奨学生が本制度の恩恵にあずか

り、学業を全うすることができたと聞いておりま

す。  

 日教弘は、私たち教職員が加入している教弘保

険を財源として、様々な教育振興事業を行ってお

り、その中の「奨学事業」に、私たちが毎月支

払っている掛け金がこのように有効に活用されて

いることを嬉しく思います。  

 担当の運天先生、ありがとうございました。  

美 

術
工
芸
等
の
専
門
分
野
に
お
い
て
、
民
間
で
活
躍
さ
れ
る
方
か
ら

造
形
活
動
や
運
営
等
に
関
わ
る
授
業
で
は
学
べ
な
い
知
識
・
技
術

に
つ
い
て
ご
講
話
頂
く
と
と
も
に
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の

今
後
の
作
品
制
作
や
進
路
選
択
等
に
活
か
す
貴
重
な
機
会
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
染
織
デ
ザ
イ
ン
科
全
生
徒
を
対
象
に
、
令
和
７
年
度
民
間

活
力
導
入
事
業
「
民
活
講
話
」
が
10
月
10
日(

金)

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
は
活
水
女
子
大
学
健
康
生
活
学
部
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
特
別
専
任

教
授
の
寺
田
貴
子
先
生
で
す
。
先
生
は
首
里
高
校
卒
業
後
に
関
西
の
大

学
・
大
学
院
で
学
ば
れ
、
そ
の
後
長
崎
で
琉
球
古
刺
繍
の
復
元
や
調
査
研

究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
の
首
里
城
復
興
で
も

正
殿
の
御
差
床
（
う
さ
す
か
）
を
飾
る
「
垂
飾
」
の

復
興
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

な
か
な
か
聞
け
な
い
専
門
家
の
お
話
し
を
直
に
拝

聴
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
、
後
輩
の
た
め
に
ご
講
話
い
た
だ
い
た
寺
田
先
生

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

学 習結社「知恵の館」所属の「覆

面の貴講師」数理哲人先生は、

「闘う数学、炎の講義」をモットー

に、教歴30年余りの間、大手予備校・

数理専門塾・高等学校・司法試験予備

校・大学・震災被災地などの現場に立

ち続けています。沖縄県にも2015年

の初上陸以来、足繁く通ってくださり、『ご襲撃』

した学校数は県内27校を数えます。 

 今年も10月17日(金)首里高生のために、『数理哲

人 世界は数学に満ちている』として、２年生対象に

「割合・比から微分・積分へ」、１年生対象に「数

学の核心にある論理」の講義を行ってくれました。

第一線で活躍する人気講師の授業を体験でき、生

徒・先生方に貴重な経験となったと

思います。 

 今回貴重な機会を提供していた

だいた「プリパス」の米谷達也様な

らびに美里先生、大城先生をはじめ

とする数学科の先生方に感謝申し

上げます。 


